


































































































































































































































実施日 論題（テーマ） 肯定側 否定側 審判団
1 週目 オリエンテーション
2 週目 グループ調査・学習
3 週目 A チーム論題 B チーム C チーム A チーム
4 週目 グループ調査・学習
5 週目 B チーム論題 C チーム A チーム B チーム
6 週目 グループ調査・学習
7 週目 C チーム論題 A チーム B チーム C チーム
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（2）ディベートの準備
　ディベートに関するレクチャーの後、まず受講者をくじ引きで 3 チーム（A・B・C チーム）
に分ける。各チームが一度は「肯定側」・「否定側」・「審判団」を担当できるよう 3 試合制にし
て、1 チームが 2 つの論題に取り組む（図表 2）。














の勝敗を左右することになるため、最低 2 ～ 3 回のチーム会議が必要である。討論本番前に「グ
ループ調査・学習」（2・4・6 週）を設けているのは、チーム会議の時間を十分に確保するた
めである。限られた時間の中で、膨大な情報から無計画に収集するのではなく、主張（肯定・













　「① 肯定側の主張（10 分）」「④ 否定側の主張（10 分）」については、制限時間を超過したり、
時間を余らせて終了してしまうことは、審判の採点おける減点材料となる。その他の項目につ
いては教員が時間管理を行っている。また、一般的な「反駁」ではなく、肯定側・否定側がそ



































































　過去 5 年分、総数 67 名の受講者の自己評価による採点の平均値が（図表 5）である。最も
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